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廃炉作業を実施する作業者の安全性と作業の効率化を実現するため、インタラクティブ可視化エンジンを、

MR デバイス上に開発する目的で研究開発を進めている。本報告は、シリーズ発表の 5 番目として、線源の

逆推定後、シミュレーションにより取得した 3 次元空間線量率分布を MR デバイスで可視化する手法を中心

に報告する。 
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1. 緒言 

線源逆推定の後、シミュレーションにより空間線量率の 3 次元分布が得られる。得られた分布を廃炉作業

者の環境把握に資するためには、可視化手法により提示する必要がある。当該課題に対し、最新の MR デバ

イスを活用することで現実空間上に仮想可視化プリミティブを配置し、空間線量率の 3 次元分布を示す。こ

れにより、廃炉作業者の線量分布の把握が可能となる。本発表では、インタラクティブ操作、遠隔指示者と

の情報共有等を含めた MR デバイス可視化エンジンの成果の概要と今後の方向性について報告する。 

2. 実施内容 

MR デバイスを活用したインタラクティブ可視化エンジンの可視化対象は、計測により得られた観測値、

観測値から推定によって得られる空間線量率の 3 次元分布、3 次元構造物の表面ポリゴン、MR デバイスを通

して見える実空間等となる。これらの情報を重畳させ可視化するために以下の項目を開発した。 

・観測地点：アイコンによる可視化 

・空間線量率の3次元分布の可視化：等値面による特定の値を境界とする領域の強調可視化、断面可視化 

・構造物の可視化：3次元ポリゴンの半透明可視化、実空間写像 

 可視化結果を図1に示す。黄緑色で構造物を可視化し、断面に空間線量率をマッ

ピングした。実空間との位置合わせは手動で行なう（あらかじめ設定した位置に置

いたQRコードを読み込むことで実現）。位置合わせにより現実空間に線量率の情

報が重畳される。次に、MRデバイスの操作性を活用し、インタラクティブ性を実

装した。また、MRデバイスの通信伝達機能を活用すると、作業者だけでなく、遠

隔地の支援者と情報を共有し、遠隔からの指示を現場の作業者に伝達できる。これ

らの機能を活用すれば、作業者と支援者が一体となった廃炉作業が可能となる。 

3. 結言 

MR デバイスを用いたンタラクティブ可視化を実現した。今後は、作業の迅速化及び効率化に資するため、

インタラクティブ性を更に高める目的で 3 次元構造物の簡略化表現等についても検討を進める。 
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